すると その 手紙に は、 「君 は 十三 日 午後 七 時、 ふたた 

び 不二 見台に 立って いる。 そして 君 は 思いがけない 人 

から 思いがけない 話 をき いて、 ふしぎな 旅行に 出発す 

る 事になる」 と 書いて あった 僕 は 頭から ふとん を 

かぶって ねて しまった。 

夜が あける と、 いよいよ 十三 日、 その 当日であった _ 

僕 は 手紙に あるよう に、 決して その 当日 は 不二 見台へ 

のぼる ま い と 決心した のであった。 

だが、 目に 見えぬ あやしい 力 は、 僕に 作用し、 僕の 

足 は 僕の 心に さから つ て 僕 を 不一 一見 台へ はこんで い つ 

た。 そして 僕 は、 そこで 思いがけない 人に 出合った。 



僕の 前に 立って にゃにゃ 笑う 少年。 それ は 同級生の 

つじ や とらしろう 

辻ケ谷 虎四郎 君であった。 

この 辻ケ谷 君と いうの は、 かわった 少年で、 少年の 

くせに 額，. が 禿げ あがって おり、 背 は 低い が、 顔 は 大人 

のよう な 子供で、 いつも 皆と は 遊ばず ひとりで 考え ご 

と をして いるの が 好きで、 ときには 大人の 読む ような 

むずかしい 本 を ひらいて 読み ふけっていた。 したがつ 

て 今まで 僕たち は、 辻ケ谷 君と は ほとんど 口 をき いた 

ことがない。 

その 辻ケ谷 君の、 かさかさに かわいた 大きな 顔 を 見 

たと き、 僕 は 今までの 秘密が なにもかも 一 べんに 分つ 



「しずかに …… 」 辻 ケ谷君 は、 しかりつける ように い つ 

た。 

「 …… うん、 あった ぞ」 

辻ケ谷 君の 青ん ぶ くれの 顔に 赤味が さした と 思った 

ら、 彼 は あらい 息と 共に 穴から 腕 を ひきぬいた。 穴 ぼ 

ァ J の 中から がちゃがちゃ と い う 音が き こえた と 思った 

くさ リ 

ら、 彼の 手 は 鉄の 鎖 を 握って 引っぱり だした。 

「これ さ。 これ を 引っぱる と、 君の 目玉 はぐる ぐる ま 

わし だ、 びっくりす るだろう。 いいかね」 

辻 ケ谷君 は、 その 鎖に 両手 を かけて、 えい や ッと手 

もとへ ひいた。 すると、 どこ だか 分らない が 近くで、 



ぎ い ぎ いぎぎ いと、 重い 扉が ひらく ような 音が し た 。 

いや、 ほんとうに 扉が ひらいた の だ。 すぐ 目の前の 小 

しき：；' し 

石が 瓦の かけらが 一方へ 走り だした と 思ったら、 敷石 

力た +UJ 

の ゆかが 傾き 出して その上から 地下道へ つづいて い 

る 階段が 見え だした の だ。 さあ その 階段 を 下りて 地面 

の 下へ 入って 行く の だ。 「頭 をぶ つつけ ないよう にし 

たまえ。 君から 先へ ：：： 」 

辻 ケ谷君 はそう いって 僕の 尻 をつ いた。 僕 は 不安に 

なった が、 ここで 尻込みして いたので はしょう がない 

から、 思い切って 腰 を 曲げる と、 はね 橋の ように はね 

あがった ゆか をく ぐって、 地下への 階段 を ふんだ。 



かね」 

百年 後？ 千年 後？ 僕 はそんな 遠い 先の こと を 見 

たいと は 思わない。 そんな 先の こと を 見て びっくりし 

て 気が 変にな つたら たいへん である。 それより はわり 

あい 近くの 未来の 世の中が、 どうな つてい るか 見たい 

ものである。 僕 は 考えた 末、 辻ケ谷 君に いった。 

「二十 年後の 世界 を 見た いんだ」 

「二十 年後 か。 よろしい。 じゃあ 入口の 戸 をし める ぞ_ 

じゃあ、 よく 見物して 来た まえ、 さよなら」 

「あ、 辻ケ谷 君。 一時間た つたら、 今の 世界へ もどし 

て くれた まえね」 



僕 はそう い つたが すでに 辻 ケ谷君 はがら がらと 引戸 

をし めにかかって いたので、 その 音に 僕の 声 はう ち 消 

されて 辻ケ谷 君の 耳に はと どかな か つ たようで ある。 

さあ 困った と 不安が 再び 僕の 上に はい あがって 来た。 

いや、 その 不安よりも、 もっと 大きい 不安が 今 僕の 

上に 落ちて きた。 それ は、 ばたん と 閉じ こめられ たこ 

の タイム . マシ ー ンの中 だ。 

それ は 卵の 中へ 入った ようであった。 卵形の 壁 だ。 

それが 鏡に なって いるの だ。 僕の 顔 や 身体が、 まるで 

ばけもの 

化物の ように その 鏡の 壁に うつって いる。 僕が ちょつ 

と 身： K: をう ごかす と、 鏡の 中で は、 まるで 集団： K: 操 を 



ああ、 そのと きのお どろき と、 そして ここに 書きつ 

づる ことができない ほどの 奇妙な 気持ち！ 僕 はい つ 

の 間に か、 りっぱな 大きな 部屋の まん 中に 突立って い 

たの だ。 

えんびふく 

そして 僕の 前に 立って いるの は、 燕尾服 を 着た、 頭 

の はげた、 もみあげの 長い、 そして 背の 高い おじさん 

だった。 

「ああ、 おじさん。 今日は。 僕 は 辻ケ谷 君の 紹介で、 

一 一十 年後の 世界 を 見物に 来た 本 間と いう 少年です がね 

…：- 」 

と 僕が 名のり を あげる と、 そのお じさん は 顔 をで こ 



どことなく 見覚えの ある 顔 付の 人物だった。 年齢の 頃 

は 三十 四 五に も 見えた。 鼻の 下に びんと はねた 細い ひ 

げを はやして いる。 僕が 顔をしかめ ると、 相手 も 顔 を 

しかめる。 おどろいて 口 を あける と、 相手 も 口 を あけ 

る。 ますますお どろいて 手 を 口のと ころへ 持って いく 

と、 相手 もそう する のだった。 僕 は あきれて しまった _ 

僕 は 少年に ちがいない。 それ だのに、 なぜ この 鏡の 中 

に は 釣針 ひげの 大人の 顔が うつる のであろう か。 

「このの ち は、 どうぞ ご 冗談 を おっしゃらな いように 

お願い 申 上げます る。 そこでお 客 さま。 どうぞお 早く 

御用 をお つ しゃ つ て 下さい ませ」 



げ がご そりと さわった。 

「はつ はつ はつ は つ」 と、 僕 はとうとう たまらなくな つ 

て、 腹 を ゆすぶって 笑い出した。 二十 年た つたら、 僕 

はこん なき ざな 男になる のかと 思う と、 おかしくて、 

笑いが とまらない。 

笑って いるう ちに、 また 気がつい たこと がー つ ある _ 

(とにかく 僕 はもう 一 一十 年後の 世界へ 来て しまって い 

ばんじ 

るんだ から、 その 気持に なって 万事し なければ ならな 

い。 あの 老ボ— ィ に対して も、 こっち はお 客 さまで、 

大人 だぞ という ふうに、 ふるまわなければ いけない) 

それ はちよ つとむず かしい ことで あつたが、 この 際 



もじもじして いたんで は、 みんなに あやしまれて、 か 

え つ て 苦しい 目にあわなければ なるまい。 

「や あ。 わし はちよ つと 町 を 見物した いので ある。 誰 

じょ 1 つず 

か、 おとなしくて 話の 上手な 案内 人 を、 ひとり やとつ 

て もらいたい」 

「は あ」 と 老ボ— ィは、 しゃち こばって、 うやうやし 

く 返事 をした。 

「それから その 案内 人が 来たら、 すぐ 出かける から、 

乗物の 用意 を 頼む」 

「は あ、 かしこまりました」 

「それだけ だ。 急いで やってくれ」 



「は あ。 ではす ぐ 急がせまして、 はい」 

老ボ— ィは 部屋 を 出て 行こうと する。 そのと き 僕 は、 

また 一 つ 気がついた ことがある。 

「おいおい、 もう 一 つ 頼みたい ことがあった」 

「はい、 はい」 

「あのう、 ちょっと 腹が へった から、 何 かう まそう な 

もの を 皿に のせて 持つ てきて くれ」 

「は あ、 かしこま リ ました」 

「これ は 一 番急 ぐぞ」 

そのよう に 命じて、 僕 はに やりと 笑った。 しめしめ、 

これです てきな ごちそう にあり つける。 さて どんな) J 



へ もぐりこんだ 怪しい 客 だと 知れた ときには、 この 老 

ボ— ィを 始め ホテルの 支配人 以下 〔# 「以下」 は 底本で 

は 「以外 匕 は大 憤慨 をして、 僕 を 外へ 放り だす ことで 

あろう。 その あと は 更に 悪化して、 僕 は 警察の ごやつ 

かいになる かもしれ ない。 そんな ことがない 方が いい。 

だから 出来るだけ 僕 は 落着き はら つ ていなければ なら 

ない。 そして 何でも 心得て いるよう な 顔 をして いなけ 

れ ばなら ない の だ。 

「お 帽子と 御ォ— バ— ？」 

老ボ— ィ はふし ぎそうに 僕の 顔 を 見返した。 

「はて、 そんな もの はこ こに は ございま せんが、 もし 



わけさ。 まつ まつ ま つ」 

僕 は 笑いに まぎらせて、 たいへん 進歩した、 新 やま 

と 服の 議論 をお しまいに した。 

「はいはい、 十分に ご 案内 をいた します。 少しば かり 

歩いて いただきます。 この 向う に 乗物が ぁリ ますから 

…：- J 

タク マ 少年 は、 僕の 手 をと つて、 群衆の 中 を 向こう 

へと ぬけて 歩いて いった。 

「自動車 は、 ホテルの 玄関に つけられない のかね」 

「自動車、 自動車と 申します と、 何で ございましよう 



僕 はい やにな つてし まった。 自動車 を 知らない 案内 

人なん て、 じつに 心細い 話 だ。 僕 はこの 少年 を 赤面 さ 

せない ようにと 思って、 次のように いった。 

「つまり、 僕たち は 歩いて ばかりい ると 疲れる から、 

そこで 車が ついた 乗物に 乗って 走らせる と、 疲れ もし 

ないし、 速い からい いだろうと 思 うんだ が …… 」 

「ああ、 お 話中し つれいで ございま すが、 乗物の こと 

なら どうぞ ご 心配な く。 しかし その 車が つ いたと か 何 

とか 申します もの は、 今 思 出し ましたが、 あれ は 博物 

館に 陳列され ている あれで は ございませんで しょうか _ 

ガソリン 自動車と か 木炭 自動車と か 申しまして …… 」 



と 叫んだ。 

タク マ 少年 は、 けげんな 顔 をして 足 を ひっこめた。 

たんき 

「君。 短気 を 起さない がいいよ。 川の 中へ はまって、 

あっぷあっぷす るの は、 いい 形 じ やない よ」 

僕 は 忠告して やった。 

「川です つて。 どこに 川が あります か」 

「タク マ 君。 君 は 目が どうかして いるら しいね。 ほら 

目の前に 川が 流れて いる じ やない か」 

と、 僕 は、 われわれの 立って いると ころの すぐ 下 を 

流れて いる 川 を 指した。 

「ちがい ますよ、 お 客 さま。 これが 乗物で ございます _ 



なるほど 速い。 風が 強く 頰を うつ。 

「うしろへ 向いて、 しゃがんで いらっしゃれば、 わり 

あい 楽です よ」 

少年 は 教えて くれた。 僕 は そのと おりに した。 少年 

の 方 はなれて いると 見え、 平気で 立って いる。 

「ねえ、 タク マ 君。 一体 見物す る 第 一番の 名所 は どこ 

なのかね」 

僕 はたず ねた。 

「まず この 町の 一 番 高い ところへ 御 案内す るの が 例に 

* きょ ぐん 

なって います。 そこへ 行けば、 魚群が 見えます」 

「えつ、 なんだ つて」 と 僕 はお どろいた。 



僕の 方 を 見上げる。 僕 ははず かしくて、 あかくな つた。 

「今日はす こし 頭が ぼんやりして いるんで ね、 とんち 

ん かんな こと をい うんだ よ」 と 僕 はいい わけ をして、 

わき ただ 

「おやおや、 深度 基点 〇 メ ー トル はいいが、 その 脇に 但 

がき ひょうじゅん かいめん 

し 書が して あるじ やない か。 『世界 標準 海面 

きほんす いじゅん めん か 

(基本 水準 面) 下 一 〇〇 メ ー トル』 と あると ころ を 見る 

と、 ここ は 大体のと ころ、 海面 下 百メ— トルの 地点 だ 

という ことになる。 はは あ、 それで やっと わけが わ 

かった。 ここ は 海の 底なん だな」 

「お 客 さま は、 ずいぶん 頭が どうかして いるんで すね。 

ここが 海底に ある 町 だとい うこと は、 赤ちゃん でも 



きで いった。 

「まさかお 客さん は 日本人が 原子力 を 使う こと を 知ら 

ない とおつ しゃる のじ やないで しょうね」 

「原子力？ ああそう か。 あの 原子爆弾の 原子力 か」 

「いえ 原子爆弾ではありません、 原子力 を 使って ェン 

ジン を 動かし どんどん 土木工事 をす すめる のです。 昔 

は 蒸気の 力 や 石炭 や 石油の 力、 それから 電気の 力な ど 

を 使って やって いました が、 あんな もの はもう 時代お 

くれです。 原子力 を 使えば スエズ 運河 も 一力 月ぐ らい 

リ こ ヽ. まう まて 、- 

で 出来る でしよう。 また 海の 水 をせ きとめる 大 防波堤 

も、 らくに 出来 上ります。 昔の エンジンの 出す 力 を、 



かりに 蟻 一匹の 力に たとえる と、 今 どこに でも ある 一 

番 小さい エンジンの 出る 力 は、 七 尺 ゆたかな 横綱 力士 

-こ 

が 出す 力ぐ らいに 相当す るんで すから ねえ、 まるで 桁 

ちがいで すよ」 

「なるほど、 そうい われる と、 その はず だね え。 しか 

し ：：： 」 

あかし 

「しかし も 明 石 もありません よ。 原子力 エンジンが 使 

える おかげで 全世界 いたるところに 大 土木工事の 競争 

みた いなもの が 始まった ことで したよ。 そして 日本で 

は、 この 海底 都市の 建設が 始まった わけです。 三 浦 半 

つるぎ ざき 

島のと つ さきの 剣 崎 の； Iz: 近から 原子力 ェ ン ジン を 



► J うざ い 

使って ボ— リング を 始め ましたが、 どんどん 鋼材と セ 

メント を 注ぎ こんで、 その 日のう ちに 工事 は 海面 下 五 

十メ— トルに 達する という 進み 方です。 翌日 は 更に 

掘って 二百 メ— トル 下まで 掘り下げ、 それから こんど 

は 横に 掘り 始めたん です」 

「そうかね、 そんなに 速く 工事が 進む と は、 夢の よう 

だ」 

「最初の 設計で は、 大体 海面 下に 十 階 建く らいの 大き 

な ビルの ような もの を 作る つもりで したが、 工事が あ 

まり 楽に 行く ので、 急に 設計 替えと なり、 陸地 を はな 

れる こと 十五 キロの 地点 を 中心とした 海底 都巿を 作る 



タク マ 少年 は、 動く 道路の 上で 僕の 方 を ふりかえつ 

てそうい つ た。 

「まだ 見て いない こと は、 見て いないんだ けれどね え 

…：- J 

僕 は、 きまりの わるい おもい をして、 本当の こと を 

告白す るし かなかった。 だが、 そのと き 僕 は 自分の 心 

の 中で、 くりかえし さけんで いた。 

(うそ だ。 うそ だ。 いくら 原子力 エンジン か は 知らな 

いが、 こんな りっぱな 海底 街が、 たった 三 週間で 完成 

する もの かい。 うそ だ。 うそ だ) 

このと き タク マ 少年 は、 大きく うなずく と 僕の 腕 を 



(あぶない！) と 口の 中で さけんだ とき、 僕の 腰 は 何も 

のかに よってし つかり 抱き とめられ ていた。 いうまで 

もな く、 僕 を 抱きと めた の は タク マ 少年であった。 少 

年に 似合わぬ すごい 力 だ。 それに もな にかわけ が ある 

のか もしれ ない、 などと 思って いるう ちに、 少年 はし 

ず かに 僕 を、 下にお ろした。 道路 は 気持よ く 走って い 

た —— あの 辻のと ころで、 僕ら は 道 を 左へ 乗り かえた 

らしい。 と、 道 は 下り坂に なった。 

あた リは ひろい トンネルの 中の 感じで、 間接照明に 

よって、 影の ない 快い 照明が 行われて いた。 さっきの 

辻のと ころまで は、 にぎやかな 街の 家並が 見え、 買物 



けんご くかく 

につら ねて、 堅固な 壁が 出来ます。 そうして 一区 画ず 

つ 出来 上る と、 こんど は 排水 作業 を やります。 壁の 下 

部に 排水孔が あります から、 そこから 海水 を 押出す の 

です。 ああ ここに 工事の あらまし を 書いた 図面が あり 

ますから、 これ を ごらんなさい」 

さじ ゆ-つ さ 

タク マ 少年 は、 やすんで いる 起重機の 上に のって い 

た 青写真 をと りあげる と、 僕に 見せて くれた。 なる ほ 

ど、 その 図面に は、 今 少年が 話 をして くれたと おりの、 

大胆 きわまる 允 深海の 工事が 略図に なって、 したため 

られ てあつた。 

「すばらしい 着想 だ。 が …… 」 



「ふん、 原子力 エンジン か。 なるほど。 しかし だ、 棚 

を 海中へ にゅうと 出す。 すると 棚と、 われて いる この 

すきま 

地下街の 壁との 間に 隙間が 出来る だろう。 その 隙間 か 

ら、 海水が どっと、 こっちへ 噴き だすお それが ある。 

なんしろ 海面 下 何百 メ —„ ^ルの 深海 だから、 この 向 こ 

うに ある 海水の 圧力 は 実に 恐るべき もの だ。 ああ、 僕 

は 心臓が ど きど きして 来た 」 

僕の 顔から 血が さっと ひいて、 皮膚が 鳥肌になる の 

が、 僕 自身に もよ く 分った。 

「お客さん、 大丈夫で すよ。 そんな こと は、 始めから 

考えに 入れて 計画して あるんで すから、 危険 は 絶対に 



を 知らない として 尋ねる のに、 すこしも 聞きに くいこ 

せきめん 

とはなかった。 ただ、 自分の 頭の 悪さに 赤面す る こと 

は、 しばしばあった。 

「さあお 客さん。 実物 を 見た 方が 早 わかりが します よ。 

あれ を ごらんなさい。 ぐんぐんと 向こうへ 押し込まれ 

ふしょうこう かん 

ていく 不鯖 鋼の 長い 捍 〔# ルビの 「かん」 は 底本で は 「か 

く 匕 (ビ— ム) を ごらんなさい。 あれが 棚になる 主要 

資材なん です」 

なるほど、 巨人国で 使う レ— ル のよう な 形 をした 鉄 

材が 数十 本、 上下から 互いに 嚙み 合った ようになった 

まま、 ぐんぐん 壁の 向こうへ 入って いく。 すさまじい 



のです」 

エレべ— タ ー の 外へ 出て みると 断崖の 下へ 出た よう 

まさ 

な 気がした、 正しく 断崖に ちがいない。 目の前に そび 

え 立つ の は、 海溝 をつ くって いる 海中の 断崖であった 

力/ ら 

J こ 、 

断崖の 下 は、 かなり ひろく 平らに ならされ ていて、 

芸術的で はない が、 実用 向きの 幅の ひろい セメント 道 

路が 出来て いた。 仕事の 早い のに は 全く おどろかされ 

る。 僕が 今 立って いると ころ は、 昨日の 夜まで は、 海 

水が 満々 とたた えられて いたと ころで、 深海魚 どもの 

寝床で あつたんだ。 



すばらしい 富 だ。 あれ を 使えば、 いろいろな ものが 買 

える だろう。 僕 は 非常に 興奮して 来た。 

なんとかして、 あの 金 を 持って 帰りたい ものである _ 

二十 年 前の 世界 —— すなわち、 現に 僕が 一人の 生徒と 

して 住んで いる 焼 跡 だらけの 世界へ？ 

それ は むずかし いこと だ。 

考えれば 考える ほど、 むずかし いこと だ。 二十 年 も 

前へ 物 を 移す という こと は、 一 一十 籽 後へ 物 を はこぶ こ 

とと は 違って、 甚だ 困難な こと だ。 いや、 絶対に 出来 

な いことの ように 思われる。 

(しかし、 何とか 出来ない もの かな あ。 あれ だけの 黄 



金が、 いま 日本に あれば、 復興の ためや、 食料 輸入の 

ために、 ずいぶん 役に立 つんだが な あ) 

いくら はげしい 希望で あっても 出来ない こと は 出来 

ほか 

な いんだ。 あきらめ るより 外ない のか。 

(いや、 待てよ。 時間 器械と いう ものが、 すでに 発明 

されて いて 百年 昔へ 行く こと も 出来る し、 僕が いま 

やって いるよう に 二十 年 先の 未来へ 行く こと も 出来る 

んだ。 そういう 器械が 出来て いる 以上、 何 か 工夫 をす 

れば、 あの 黄金 を 二十 年 前の 焼 跡 だらけの 東京へ 持つ 

て 帰る ことが 出来る ので はない か。 —— そうだ、 僕 は 

この こと を、 これから 真剣に なって 研究しょう) 



の 中へ 戻して くれる と 約束した。 そんなら、 今より 僕 

は 元の 世の中へ 呼び戻され るだろう。 それで はたい へ 

ん 困る。 どうしたらいいだろう か、 黄金 を 持って 帰る 

だいしき ゆう 

よりも、 この 方の ことが 重大で あり、 大 至急よ い 手 を 

うたねば ならない！) 

どうしたらいいだろう か。 

「来ました よ。 下町で 一番 にぎやかな ニコニコ 街です。 

さあ、 下りる 支度 をして 下さい」 

タク マ 少年が 僕に 話しかけ たので、 僕 はび つくりし 

て 吾れ にかえった。 

「ああ 危ない。 もっと ゆっくり 道路 を 乗り移れ ばいい 



長い 廊下 

「ここが、 そうなんです。 姉の 経営して いる ヒマ ヮリ 

軒と いう 料理店です」 

どま 

タク マ 少年が、 僕の 袖 を ひいて 立ち 停ら せた の は、 

てんぽ じんぞう だいりせき は 

上品な 店舗の 前だった。 白と 緑の 人造 大理石 を 貼りめ 

ぐらし、 黄金色 まば ゆき パ ィプを 窓 わく や 手すりに 

K つ てあつた。 



ところが、 この ヒマ ヮリ 軒と 来たら、 だいぶん 勝手 

え，；： -ナ 、- 

がちが う。 まず 入口 を 入った すぐのと ころが 円形の 広 

はんきゅう 

間にな つていて、 天井 は 半球 で、 壁画が 秋草と 遠山の 

風景で ある。 急に 富士山 麓へ 来たよう な 気持ちになる。 

そうがく 

あまり 高くない 奏楽が 聞こえて いて、 気持 はいよ いよ 

しずかになる。 そこで 二分 間ば かり 待た されて いると、 

「どうぞ、 こちらへ」 という 声が して 奥へ 通ず る 扉を自 

動的に 開かれる。 そこで 私たち は 奥へ ぞろぞろ 入って 

行く。 

「タク マ 君。 僕たち は なぜ 待た されたん だい。 やつば 

り 食卓の 用意 をと とのえ るた めかい」 と、 僕 は 少年に 



だが、 それが いやに 長い。 その 廊下 は どこまで もぐる 

ぐる 廻って 長く 続いて いる。 廊下の 壁紙の 模様 は、 蔦 

の 葉 や 紅葉 や 松な どに 変って いくが、 しかし 至極 単調 

である。 照明 も、 あまり 明るくない 間接照明 だ。 ゆる 

やかな 音が 聞え てく る こと は、 前の 円形の 部屋と 同じ 

だ。 

「ずいぶん 歩かせる じ やない か」 

僕 はた まら なくなって、 タク マ 少年に 耳う ち をした _ 

「食前に は 正常な 歩調で 姿勢 を 正しく 歩く とた いへん 

消化 力が 強くなる から、 こうして 歩く のです。 この 廊 

下 は、 迷路に 似た もので、 家の 中 をぐ るぐ る 廻る よう 



になって いますが、 しかし 一本道で すから、 決して 迷 

うような ことはありません。 それに この 廊下 を 通る 間 

に、 私たちに 対して 或る 重要な 測定が 行われて いるの 

です」 

「重要な 測定！」 

「そうです。 それが どんな 重要な 測定で あるか は、 や 

がて 食卓に つけば 分ります。 それまで この 話 はお 預リ 

にして おきましょう」 

僕 は 異常な 興味 を かきたてられ たが、 しばらく 辛抱 

する ことにした。 そして また 歩き続けた。 

そのうちに 僕 は、 当然 気が かりな こと を 思い出した _ 



調 をな おすので す。 つまり、 健康の 水準に 戻す ために、 

一番 適した 料理 をた ベる。 その 人の 健康が なおる 料理 

だから、 身体に よく 合います。 だから それ をた ベる と、 

いかなる 他の 料理 をた ベ るよりも ずっとお いしく 感ず 

い つきよ リ ようとく まさ 

るので す。 一挙両得と は 正に この ことです。 健康の 

失調 はなおる し、 口に もす てきに おいしい し、 両得で 

はありません か」 

タク マ 少年の いう こと は、 なるほど 道理に かなって 

いる。 誰 だって、 薬 をのむ ょリ は、 おいしい 料理 をた 

ベる こと を 好む だろう。 魚が たべたくて 仕様がな いと 

きに は 魚肉が 持って いる 蛋白質 や ビタミンの A や D が 



「おや、 そうかね。 だが、 誰も 医師ら しい 人 は 見えな 

ちょうしんき 

かった し、 僕の 胸に 聴診器が あてられた おぼえ もない 

、、ゝ I 

力 」 

しんさつき 

「あれ は 廊下の 両側の 壁の 中に、 電気 診察 器が あって、 

それで 診察す るんで す。 ですから 見え もしない し、 ま 

た 非常にく わしい 診察 も 出来る わけです。 あんまり 

しゃべ つて 〔# 「しゃべ つ て」 は 底本で は 「しゃべ て 匕 い 

ると、 料理が まずくな ります から、 たべましょう。 ど 

う も ごちそうさま」 

「そうだ。 とにかくた ベなくて はね。 大いに 腹が減つ 

た」 



r- 一 f - 一 、 一 一 f - 一 、 O 一 一 f - 一 「 一 一 f - 一 「 - 

とつぜん カス ミ 女史 は、 声高く 笑いだ した。 

「よく 分りました。 やっと 今、 分つ たんです。 まあ、 

ブ r- うでし，.， こか、 まま まま」 

僕 は 目 を ぱちくり。 気持ちが 悪い つたらない。 女史 

は 何 を ひとり 合点して いるので あろう か。 

「ねえ 本 間さん。 あなたの いらした ところ は …… 」 

と、 女史 は 僕の 耳に 口をつけて、 

「あなた は、 うそつきの 人間です ね。 本当の 人間 じ や 

な いんです ね。 あなた は 二十 年 前 か 十五 年 前の 人間で、 

こ つ そり この 世界に 忍び こんで 来たんで しょう。 どう 



はくじよ-つ 

です、 ちゃんと 当った でしよう。 白状なさい」 

僕 は 全身に 汗をかいて、 今にも 顔から火が出 そうで 

あった。 

「は ッ。 それ は …… それ は ご 想像に まかせます。 しか 

し 一体 それ は、 なぜお 分りに なつたん です か」 

これまでに 僕の 正体 を 見破った 者 は ひとり もない の 

しょうこ だんてい 

だ。 しかるに カス ミ 女史 は、 何 を 証拠に、 断定した の 

であろう。 

「い つ てあげましょう か」 

女史 はくす くす 笑った。 

かげぼうし 

「あなたの 影法師 を、 よく 見て ごらんなさい」 



「えつ、 影法師で すって」 

「そうです。 うしろ を ふりかえって ごらんなさい。 壁 

に、 つっつて、. ますね。 まま まま」 

僕 は、 ぎょっとして うしろ を ふりかえった。 

「ああ ッ、 これ は …… 」 

壁に うつって いる 僕の 影法師！ なんと それ は 大人 

ぼうずあたま 

の 影法師で はなく、 坊主頭の 子供の 影法師だった。 つ 

ま リ僕は 今 大人の 姿 をして いるが、 壁に うつって いる 

影法師 は 子供の 姿 をして いるの だった。 僕が 時間 器械 

に 乗って、 二十 年後の 世界に もぐり こんでいる こと を 

影法師 ははつ きりと 語って いるので ある。 僕 は 身体が 



あんなに おどろい たこと は 今までに ない。 僕 は 大人 

になって いるつ もりで、 なまいきな 口 をき いている の 

に、 僕の 影法師 は、 いが 栗の 頭の 子供なん だ。 そして、 

それ をヒ マヮリ 軒の 女主 人力 スミ 女史に 言い あてられ 

て しまったの は、 一層き まりの 悪い ものだった。 僕の 

顔 は 火が 出そう にあつ くな つた。 

「実は 実は …… 」 

こぞ-つ ょラ 

僕 は、 先生の 前に 出たい たずら 小僧の 様に、 どもつ 

た。 

カス ミ 女史 は、 こっち をみ て、 にゃにゃ 笑って いる。 



女史の 方から みれば、 僕が こんなに 困って いるの が 面 

白くて ならない のだろう が こっち は 全身 汗 だ く で ある _ 

「実は、 僕 は 二十 年 前の 世界から 時間 器械に 乗って、 

もうしわけ 

当地へ やって きた 本 間と いう 生徒なん です。 申 訳 あ 

りません」 

「申 訳ない ことはありません けれど、 よく まあ そんな 

冒険 をな すった ものね え」 

「はつ。 ちょっと 好奇心に かられた ものです から… 

〜」 

僕 は 頭 を かいた。 

「僕 は 見つかる と、 ひどい 目にあう でしよう か」 



がまぐち 

中に、 何 か ある ぞ蟇 口みたい な ものが ：•：• 。 

僕 は、 おそるおそる、 それ を ポケットから 出して み 

た。 青い 皮で 作って ある 大きな 蟇 口。 

(あつ、 蟇 口 だ！ 相当 重い ぞ！) 

僕 は 夢に 夢見る 心地で、 蟇 口 を あけた。 

(ほほ ッ、 すばらしい！ 金貨が 入って いる！) 

本当 だ。 大きな 蟇 口の 中には、 ぴかぴか光る 金貨が 

百 枚 近く も 入って いたで はない か。 

(どうして こんなす ごい 大金が、 僕の ポケットの 中に 

入って いたのだろう) 

僕 は 不思議で 仕方がな か つ た。 



しかし 今 は、 その 不思議 を 追ってい る ひまがない。 

なぜなら、 僕の 前に は カス ミ 女史が 待って いる。 

「どうぞ、 この 蟇 口の 中から、 料理 代 をお 取り 下さい」 

料理 代 はいくら か 知らない。 たとえ 料理 代 は 何 万円 

だとい われても、 この 金貨 は 一 体い くらの 金貨 か 分ら 

ないから、 蟇 口の 中から その 何枚 を 出して いい か 分ら 

ない。 だから 蟇 口 ごと 女史の 前に さし 出した ので ある。 

「まあ、 たくさん お金 を 持って いらっしゃる のね。 … 

…料理 代 は、 その 金貨 一枚 をいた だいて、 おつり を さ 

し 上げます わ」 

「そうです か I 



えて は、 よくありません から」 

女史 は そのこと について は、 もう 口 をつ ぐんで し 

まった。 

「とにかく そんな わけで、 時間 器械に よる 密航者が 見 

つかる と、 警察署 は 直ちに その 密航者 を 冷凍して しま 

うのです」 

「冷凍？ へえ ッ、 どうして 冷凍に なんかす るので す 

か」 

僕 は 目まい がして 来た。 

「冷凍に すると、 もう 時間の 上 を 歩け なくなって しま 

うんです。 人： K: を 形成す る あらゆる 物質 すなわち 



してね …… 」 

「手続きの 面倒な くらい はいいで すよ。 なにしろ 冷凍 

人間に なって しまわない 先に、 その 手 を 打って おかな 

こうか い 

いと、 後悔しても おいつきません からね。 どうぞ その 

方法 を 教えて 下さい。 それ は 一体 どう すれば いいので 

す 力」 

「それ はね …… でもたい へんな のです よ、 そのこと は 

…：- J 

と、 カス ミ 女史 はいいに くそう にして いる。 

「早く 教えて 下さい。 どん ことで も、 僕 はお どろき や 

しません よ。 とにかく 何 かの 合理的な 手段に よって、 



て、 身体 をい じらせる ことです。 男の 大学生 も 女の 大 

学生 も 居ます が、 この 二十 年に 人類ば どんな 進化 をし 

たか、 性能 は どんなに 変化した か、 それ を 器械で 調べ 

るので す。 なにしろ 学生な もんで、 扱い方が 乱暴で、 

一 一 一ヶ月の うちに 手足が もげてば らばら にな つ てし ま 

* フそ A フです 」 

「ああ、 それ は 駄目 だ」 

手足が もげてば らばら になるな ど、 うれし いこと で 

はない。 

「やっぱり 考古学の 方が いいです ね。 どこかに 親切な 

思いやりの ある 学者 を 御存じで しょうか」 



だが、 聞く ところに よると、 カビ 博士 はかな リ変リ 

者ら しい。 きげん を そこねないで、 うまく やってくれ 

ると いいが、 もしそう でない とき は、 たちまち 僕 を 冷 

凍 人間に してし まう かもしれ ない。 気が かりな ことで 

は ある。 

タク マ 少年に 案内され て、 例の 動く 道路に 乗り、 方々 

で 乗換え、 やがて 大学へ 着いた。 すばらしい 構内 だつ 

てんじょ-つ 

た。 通路の 天井が 非常に 高く、 千メ— トル 以上 も あ 

るよう な 気がした。 そのこと を タク マ 少年に いうと、 

少年 は 笑い を かみころしながら、 

「天井の 高さ は、 ほんとう は 三十 メ— トル 位しかない 



した。 その 足の 速い ことと いったら まるで 駆 足 をして 

いるよう だ。 僕 は 博士 を 見失って はたい へんと、 けん 

めいに 後 を 追い かけた。 そして タク マ 少年と、 どこで 

別れて しまった のか 知らない ほどだった。 

「なに を まごまご している。 ここ だ、 ここ だ」 

博士の われ 鉦の ような 声に びっくりして、 僕 は 博士 

てまね 

が 手招きし ている 一 つの 室へ とびこんだ。 

(あつ、 いい 室 だな あ) 

思わず 僕 は 感嘆の 声 を 放った。 

なんという 気持ちの いい 室であろう。 室 は 

しょうこ うか いどう から 

小 公会堂ぐ らいの 大きさで あるが、 まるで 卵の殻の 



と、 ぼッと 目の前が うす 紫色に 見え だした。 よく 見 

ると、 それ は 透明 碗の 壁が、 どうした わけ かう す 紫色 

しま 

に 着色した ので ある。 なおよく 見る と、 それ は 縞に 

なって いる。 そして 縞が こまかく ふるえて いる。 

僕 はます ます 爽快な 気持ちに な つてい つた。 

が、 変な ことが 起こった。 僕の 来て いる 服が、 いや 

にだぶ だぶ して 来た。 そして 服が、 僕のから だから 逃 

げ ようとす るで はない か。 

(へんてこ だぞ、 これ は ：••： ) 

誰か、 見えない 人間が 僕の まわりに いて、 僕の 服 を 

脱がそう として ひっぱって いるよう でも ある。 まさか 



ろくべき 無知 無能の ために、 このような 衰弱 した か 

らだを 持って いる。 よくごらん なさい。 これで も 十五 

歳の 少年な ので ある」 

十五 歳の 少年？ カビ 博士 は、 なんというば かなこ 

と をい つてい るの だろうと、 僕 はふき だし かけて、 そ 

のとき はっと 気がついた。 

手 を 顔に やって みたところが、 髭がない ではない か、 

あのび ー ンと 立てた 僕の 特徴に なって いる 髭がない の 

だ。 僕 は 自分の 手 を 見た 足 をみ た。 手足 はいつ の 間に 

か 小さくな つていた。 

(ああ ッ、 僕 は 元の 少年の 姿に なって いる。 時間 器械 



が 働か なくなった のか。 元の 世界に よびかえされ たの 

か。 それとも …… ) 

だレろ > っばレ 

と、 少年の 姿に 戻った 僕は大 狼狽で あたり を 見 まわ 

した。 ところが 僕の 前に はさつ きと 同じく、 十四 五 人 

の 男女 学生 ゃカビ 博士が 熱心に 僕 を 見つめて いる。 

これ は 一 体 どうした わけ か。 

興奮す る 学生 



がまんが なり かねる。 

「博士。 標本 人間の 肌の 色が 変って 来ました です よ。 

足なん か 長くな りました」 

よく 喋り まわって いる 一人の 女学生が、 カビ 博士 

の 胸 を 叩いて 注意 をした。 

博士 は 眉 を あげて 僕の 方 を 見た。 

「はは あ、 なるほど。 磁界が よわくな つたら しい。 君、 

ダリ ァ嬢。 あの 配電盤の 黄い ろの 3 という 計器の 針 を 

^のと ころまで あげて くれた まえ。 そうだと も、 もち 

ちょうせいき 

ろん その 計器の 調整 器の ハンドル を まわして だ」 

ダリヤ 嬢と よばれた 猿の 生まれ かわりみ たいな 顔の 



お喋り 姫 は、 博士に 命ぜられ ると、 すぐ 配電盤の とこ 

ろへ 行って、 そのと おりに した。 

すると 僕 は 気分が 急に 悪くな つた。 見る と 自分の 足 

ちじ 

が 小さく 縮んで いく。 肌色が わるくなる。 —— どうや 

ら僕は ある 器械が 出して いる 磁場の 中に いるら しく、 

そして 今し がた その 場の 強さが よわくな つたので、 僕 

のから だは 二十 年後の 世界の 方へ 滑り出し たもの らし 

い。 それ を 今 ダリヤ 嬢が 場の 強さ をつ よくして 元へ 戻 

した ものら しかった。 

とにかく 妙な 仕掛 を 使って いるら しい。 それ は その 

そ-つち 

あたりに 並んで いる 装置のう ちの どれから しいが、 時 



なりし 人類よ …… 」 

カビ 博士 は、 日頃のと つ 弁と は うってかわって 雄弁 

ろんし 

に 論旨 をす すめて いた。 しかし 僕 は 白状す るが、 博士 

の 熱弁 を 聞く の は、 もう そのく らいで 沢山 だと 思った _ 

「先生。 すると、 そういう 意味に おいて、 自然 進化に 

まかせて 来た 僕の 身体 は、 この 海底 都市の 研究家た ち 

にと つて 絶好の 標本 だとい うわけ です ね」 

「そうだ。 全く 貴重なる 標本 だとい わんければ なら 

ん」 

「じゃあ、 僕は大 いばりで、 ここに 滞在す る ことが 許 

こくひんた い ぐう 

される のです ね。 いや、 国賓 待遇 を 受けても いい じ や 



だ、 この 海底 都市に はね」 

リそ うきょう 

「へえ ッ、 こんな 理想 境に も 暗い 問題なん かが あるん 

です かね。 それ は 一体 どんな 問題なん です か」 

僕 は 非常に 意外に 感じた ので、 強く 問いた だした。 

博士 はすぐ に は 返事 をせ ず、 例の 五頭の パイプ を 髭 

の 野原の 中に 押し こんで、 やけに 煙 を ふかして いたが、 

やがて やっと パイプ を 口から 取つ て つぶやく ように 低 

いことば を はき 出した。 

「それ は 言えない。 わしの 口から 言えない。 君の よう 

な エト ランジェ (異境 人) に は 言えない」 

博士 は、 そのこと ばが 終る とともに 立 上って、 両の 



かし それが なんで あるかに ついては、 僕に はさつ ぱリ 

心 あたりがなかった。 

同伴して いた タク マ 少年 は、 分かりません と 答えた 

なんだか 気持ちが 悪い。 

劇場が はねる と、 僕 は タク マ 少年に 送られて ホテル 

こ つ ，- こ。 

僕 は 部屋に ひとりと なった。 やがて 僕 は ベッドの 上 

に 横にな つ た。 

すぐに は 寝つ かれなかった。 昼間からの、 あまりに 

しげきてき 

も 多い いろいろの 刺戟的な 出来 ごと を、 それから それ 

へと 思い 続けて いくと、 ますます 眼が さえて 来た。 



ふしぎな 場所 

猛烈に 睡ぃ。 

しかし 僕 は そのと き 自分の 知覚 を すこしずつ 取 戻し 

つ つあった の だ。 

(誰か 僕に 麻薬 を 嗅がし たんだな。 そして 眼が さめて 

みり や 僕 は 意外な 場所に 横たわ つ ている という 寸法 だ 

ろう) 

まひり よく 

それ は 果して 麻薬で あつたか、 それとも 脳 麻痺 力の 



ねまき 

いつの 間に か 僕の 寝巻 ははぎ とられて いた。 まつ 裸 

だ。 これに はお どろき、 かつあきれ てし まい、 その 場 

に 座り 直した。 そして あたり をぐ るぐ ると 見 まわした _ 

へんな 場所であった。 

とぎばなし 

お 伽噺の 中で は、 王城の 奥の すばらしい 美 室へ 誘 

拐され る こと も あるが、 それ は 特別の 場合で、 誘拐 さ 

れる となると、 多くの場合 は あやしき 場所へ 連れ こま 

まさ 

れる のが 普通であった。 正に 僕 は あやしき 場所へ 連れ 

こまれて いる。 床 はつめ たい コンク リ— ト。 四方の 壁 

すみ 

は どんな 材料で 作って あるの か、 墨の ように まつ 黒で 

ある。 天井 は —— 天井 はすこぶ る 高い。 五十 メ— トル 



が、 水 はいつ の 間に か 嵩 を 増し 僕の 足の甲 を 水が 浸 

した。 

それから 先 は、 そんな なまぬるい ことではなかった _ 

みずかさ すいい こくこく 

水嵩 はみ るみる うちに 増大して、 水位 は 刻々 あがって 

よすみ ふきだ 

来た。 床の 四隅から 水 は 噴出す ものと 見え、 その 四隅 

のと ころ は 水柱が 立って、 白い 泡の 交った 波が ご ぼん 

ご ぼんと 鳴って いた。 

ひざ 頭 を 水 は 越えた。 間もなくお 臍 も 水中に かくれ 

た。 しかも 増水の いきおい はおとろ え を 見せず 水位 は 

ぐんぐん あが つ てく る。 

(水槽ら しいが、 僕 を どうしょうと いうんだろう。 水 



浴 をさせる つもりで も ある ま いに …… ) 

水 は 僕の 乳の 線 を 越え、 やがて 肩 を 越した。 僕 は 今 

お ぼ つまさき だ 

にも 溺れそう になった。 爪先 立ち をして 僕 は 背の び を 

した。 

みず ぜ できし どいつ 

(水責めに して、 僕 を 溺死させる つもり か。 一体 何奴 

だ。 こんなに 僕 を 苦しめる 奴 は？) 

もういけ ない。 爪先で 立って いても、 水が 鼻孔に 

入って 来る。 仕方がな いから 僕 はもう 立って いる こと 

を 諦めて 平泳ぎ を はじめた。 

水 は 塩つ からかった。 

(なるほど、 海水 だな) 



平泳ぎ か ら 立 泳ぎ になったり、 また 平泳ぎ にかえつ 

たり、 僕 は 二十 分 間ぐ らい 泳いだ。 相手 は 僕 を 泳ぎ 疲 

れ させて 殺す つもり かもしれ ない。 しかし 僕 は、 水に 

浮いて いる ことなら 十八 時間がん ばった 記録 を もって 

いる。 だから ちっとも 恐れなかった。 

ただ 一刻も早く、 この 憎むべき 陰謀の 主 を 見つけだ 

して、 きめつけて やりたい。 

相手 は、 どこから か 僕の 様子 を 監視して いるのに 違 

いない。 そう 思った から、 僕 はます ます 落着き はらつ 

ている ところ を 〔# 「ところ を」 は 底本で は 「ところ」 I- 見 

せる ために、 泳ぎ な が ら 佐 渡 おけさ を 歌ったり、 



僕 は 泳ぎ 続けて いた。 

頭が 硝子 天井に つかえる までに 水かさ は 増した。 

まっすぐに 顔 を 向けて 泳ぐ こと は、 もう 出来ない。 鼻 

の 孔もロ も、 共に 水中に 没して しまう からだ。 仕方な 

く 僕 は 平泳ぎ をしながら、 顔 だけ は 横に 寝かして、 辛 

うじて 息をつく ことが 出来た。 

( 一 体 何者か。 僕 を こんなに 苦しめる 奴 は。 まさか 僕 

を 殺す つもりじゃないだろう と 思う が、 ひどい 目にあ 

わす じ やない か) 

僕 は、 一 生けん めい 水 を かきながら、 姿の 見えない 

ぼうこう うら 

この 暴行の 主 を 恨んだ。 



いつの 間に か、 水面と 硝子 天井と がくつつ いてし 

まった ので ある。 水面と 硝子 天井との 間に 残って いた 

わずかの 空気 層が なくなって しまったの である。 水 は 

ついに 硝子 天井に ついた ので ある。 ああもう 吸うべき 

空気が なくなった。 

(本当 か。 僕 を ここで 溺死させる つもり か。 なんとい 

う 憎むべき 悪魔！) 

僕 はもう やぶれ かぶれ だ つ た。 

拳 を かためて、 硝子 天井 を どんどん つきあげた。 

頭 を 天井に ぶっけて みた。 硝子 天井 は 厚い。 そんな こ 

とで は 波れ そう もない。 獎 はついに 身体 を さかさまに 



して、 両脚に 全身の 力 を こめて、 硝子 天井 を 蹴った。 

ああ、 それ も 無駄に 終った。 足の 骨が折れ そうにな 

げきつう いなづま つ さ 

り、 激痛が 全身 を 稲妻の ように 突き刺し ただけ であつ 

た。 

(もう 駄目 か。 息が 出来なければ 僕 は 死んで しまう) 

僕 はもう 気が 変にな りそう だ。 どこかに 空気の もれ 

て 来る 穴がない もの かと、 僕 は 水槽の 中 を 魚の ように 

もぐって、 あっちの 壁 や こっちの 底 を 探り まわった。 

だが、 すべて は 無駄であった。 

無駄と 知りつつ、 それでも 僕 は 水中 を、 あざらしの 

ように はねまわった。 



く 笑って いる。 そうかと 思う と、 くやし そうに 泣いて 

いるよう でも ある。 

(僕 はもう 死 ぬんだ な) 

さと 

僕 はそう 悟った。 死にたくない。 しかし どうに もな 

ら ない。 ああ 神 さま！ 

た お， ま. 

それから どのくらいの 時間が 経った か、 僕 は 覚えて 

いない。 とにかく ぼんやりと 気の ついた とき、 僕 はし 

きりに 口から 水 を 吐いて いた。 いや、 正確に いえば 水 

を 吐かされ ていたの だが …… 。 



すなわち、 僕 は 盛んに 罵り あう 男女の 言葉の 意味 

でし^ 

が ところどころ 分る ように もな つたし、 また 僕の 臀部 

にいく ども 注射針が ぶす りと 突立 てられる こと も 分つ 

た。 

「なんとい つても、 あたしの 説が 正しい と 証明され た 

わけよ」 

「いいや、 そうはい えない。 僕の 説の 方が 正しい。 そ 

まさ できし 

うでしょう、 この 実験動物 は、 正に 溺死して しまった 

じ やないで すか」 

「それ は 溺死した かもしれ ない わ、 でも それ はこの 実 

験 動物が、 目下 腮を 備えて いないた めに、 水中で 呼吸 



へ 放り こむ つもりよ との ダリ ァ 嬢の 放言が 響いた。 

僕 はお どろいた が、 すっかり 精力 をな くして いる 

ので、 立 上って 逃げ出す 元気 はない ばかり か、 それに 

抗議す る 声 さえ 出なかった。 

(もう 駄目 だ。 僕 はやが てこの 両人に 殺される。 —— 

殺された 結果、 僕 は 一体 どういう ことになる のか、 元 

の 世界へ 舞い戻る ことになる のか、 それとも あたり 前 

の 死の ように、 たちまち 意識 は 消えて、 それなり けり 

となる のか、 どうなん だろう？) 

殺される こと だけで さえい やな 上に、 死後の こと ま 

で を 心配し なければ ならない と は、 なんたる 不幸な 僕 



きんだん その さば 

であろう か。 禁断の 園に 忍び入つ たる 罪 は、 今、 裁か 

れ ようとして いるの だ。 僕 はもう 観念した。 たとえ 針 

の 山で あろうと 無間地獄で あろうと、 追い やられる と 

ころへ 素直に 行く しかない の だ。 

ほとけ じ ひ 

僕 は、 ひそかに 仏 さまの 慈悲に 輝いた お 顔 を 胸に 

思いう かべた。 そして 南無阿弥陀仏 を 唱え 始めた。 も 

ち ろん 声 は 出ない、 心の中で どなりたてた に過ぎない 

けれど …… 。 

そのと きで あ つ た。 大きな がらがら 声で 突然 怒鳴り 

散らし 始めた 者が あった。 その 声 は トビ 男 学生の 声で 

もな く、 また 〔# 「また」 は 底本で は 「まだ 匕 もちろん ダ 



たこと であろう。 後で タク マ 少年から 聞いた ところに 

よると、 博士 は 僕の 盗難 を 大学の 人からの 急報に よつ 

すべ お ねまき 

て 知り、 ベッド を 滑り 下りる と 寝巻の まま 大学へ 駆け 

つけ、 それから 捜査に 移った そうで ある。 

「もう 大丈夫 だ。 明日に なれば 元気 を 恢復す るだろう。 

ま 'V ぜ 'V 

そしてもう、 学生た ちに は 襲撃され ないように 万全の 

手配 をして あるから、 安心した まえ」 

と、 博士 は 僕 を 見舞って、 こういった。 

「先生。 もう 深海に なげこまれる ような こと はないで 

しょうね」 

きょうあく 

「そんな 危険 は 今後 絶対に 起こらない。 あの 凶悪な 



をき いてお かないと、 僕が 困った ときに どんな 目にあ 

うか もしれ ない と 思った ので、 僕 は 遂に 同意した。 す 

ると 博士 は 非常に 喜んで、 顔 中の 髭 を 動かし、 満面に 

笑み を 浮かべた。 その 笑顔 を 見て いた 僕 は、 ふと 別の 

顔 を 思い出した。 

(ふしぎ だな あ。 カビ 博士の 顔と 辻ケ谷 君の 顔と は、 

非常によ く 似て いると ころが あるが …… ) 

すいあつ あらし 

水圧 嵐 



ほどで ある。 

さよ <り よく 

「とにかく ミドリ モ君。 君 は 興奮し ないように 極 力 

気をつけ たまえ。 君が この 際、 興奮して、 頭が 力— ッ 

としてし まう と、 えらい ことにな つてし まう からね。 

昔の 言葉で いうなら、 それ は 君が 自爆す るよう な もの 

だ。 だから 気をつけて それ を 避けた まえ。 極力、 興奮 

しないよ うにした まえ。 聞きたい こと もあろう が、 そ 

れは 後日 ゆっくりした ときに 聞き出す ことにすれ ばい 

い」 

と、 カビ 博士 は 一生 けんめいに 僕 をな だめる ので 

あった。 



…：- J 

きょうて き 

と、 僕 はたず ねた。 何者か 強敵に おいかけられた 

らしい こと は 察せられ たが …… 。 

いんぼう しゃ 

「姿 を 見せた ことのない 陰謀 者 だ。 さっき 君に 話 をし 

たばかりの 例の 陰謀 者 だ。 ぐずぐずし ていれば、 殺さ 

れる ところだった。 逃げる ことが 出来た の は、 非常な 

幸運 だ」 

博士 は、 まだ 興奮して いる。 

僕 は 博士の ことばの 中に、 辻つ まの 合わない もの を 

見つけた。 

「君、 姿 を 見せた ことのない 陰謀 者と いったが、 姿 を 



僕 は、 このと き ほど 腹の 立った ことはなかった。 

(この カビ 博士 I I いや この 辻ケ 谷の 野郎め！) 

と、 思わず 拳が 彼の 方へ うなり を 生じて 動きだした。 

—— 僕 を 危険 きわまりない 謎の 陰謀 者のと ころへ 使者 

にやり、 そして そこで 僕が 殺される であろう こと を 

知っていながら、 僕 を 行かせよう という カビ 博士の 

はくじよ-つ 

薄晴 さ。 

「あ、 ちょっと 待て。 怒る の はもつ ともの よう だが、 

ちょ つ と 話 をき いて くれ」 

博士 は 両手 を あげて 僕 を 制した。 



力た も 

メ バル 号 は、 とたんに ぐっと 傾いた。 博士 はまた 

あわてて ハ ン ドル をと りながら、 

「君、 おちつか にやい かんよ。 君 は 今、 僕の ことばに 

びっくり したよう だが、 おどろく こと は 何もな いんだ。 

君 は 殺されても 1 向 さしつかえないんだ。 いや、 待つ 

た。 怒って はいかんよ、 終りまで 聞いて くれなくて は 

—— 」 

「だまれ。 僕なん か 殺されて 一 向 さしつかえないと は、 

い ぐ さ ほど 

何とい う 言い草 だ。 おせっかい にも 程が ある、 何とい 

う あきれた 」 

「いや そこ をよ く 考えても らいた いんだ。 これ はな か 



僕 は 羅針盤 を にらみながら、 百 十五 度の 方向へ、 よ 

たよた と 歩いて いった。 

ほ か 

あたり は 軟泥ば かりで、 外に 海草 も 何にもない。 魚 

群 さえみ えない。 —— いや、 魚 はいない わけで はない。 

ほうかい 

ぐ つ と 踏んだ 鉛の 靴の 下が ぐらぐらと 崩壊す るよう に 

感じた とき は、 かならず 足 もとから、 まっくろな もの 

しんかいぎょ 

がと び 出す。 それ は 深海魚であった。 僕 は そのいく つ 

かの 姿 を、 ヘッド. ライトの 中に みとめた が、 どれ も 

これ もどす 黒く、 そして 醜 怪な形 をして いて 魚ら し 

リ ようせい るい 

くなかった。 魚と 両棲類の 合の 子と しか 見えな かつ 

た。 



すかに 受話器に 入って 来て いる。 

そのと きだった。 全く 不 1 息 打だった。 

僕が 歩いて いる 前方 五メ— トルば かりの 海底が、 急 

にむ くむく ともち あがった。 それ は 恰も 大きな もぐ 

ら がいて、 大地の 下から 土 を もちあげ たらこう もなる 

だろう、 と 思われる ような 光景だった。 とにかく 僕の 

目の前に、 とつぜん 高さ ニメ— トル あまりの 小山み た 

いなもの が 出現した ので ある。 そしてよ く 見る と、 そ 

れは 生き物の ようにし きりに 動いて いた。 

「な、 なんだ。 おどかす なよ、 海 もぐらの 親方さん」 

しょうたい 

僕 は 水中 電話 器 を 通して、 何者と も 正体の 知れな 



ことわ 

\ 1 1 ) ) ^ o 

断 ろう 力 

「よろしい。 僕 は 視察す る。 万事 は 視察した 上での こ 

とだ」 

「来た まえ。 そして 見た まえ」 

あしもと 

魚 人 は 僕の 手 をと ると、 どんどん 足 許 を 掘り 始めた。 

彼の 足 は プロペラ のように 動いて、 みるみる 穴が 大き 

くな つてい つた。 僕のから だは その 穴へ 引きずり こま 

れた。 穴の ふち は、 僕の 目の 高さより はるかに 上に 

あった。 

「来た まえ。 こっち だ」 

魚 人が 手 を はげしく 引っぱ つ た。 僕 は 魚 人に 引きず 



わるい 海底の、 その また 下の 泥の 中へ ひきずりこまれ 

ていった とき、 途中で 気 を 失って しまったら しかった。 

「あ、 痛 ッ！」 

しょ ラど> つ 

高圧 電気に ふれた ときの ような はげしい 衝動 を感 

じる と共に、 全身に するどい 痛み を おぼえた。 それで 

僕 は 気がついた。 

すると、 奇妙な たくさんの 声が 笑う のが 聞こえた。 

僕 を あざ笑 つたのに ちがいない。 

くうき かぶと 

僕 は 空気 兜の 中から 目 をみ は つ た。 意外な 光景が、 

前にあった。 そこに は あの 黒ずんだ 海水がなかった。 

水の ない 空間が、 あかるく 光って いた。 うす 桃色の 大 



そのと き 僕の 耳 もとで、 僕に 分かる 言葉が ささやか 

れた。 

「君の 兜 をぬ ぎた まえ。 君の 服 もぬ ぎた まえ。 そうし 

て も 君 は、 楽に 呼吸が できる よ。 ここに は 十分の 空気 

が あるから ね」 

僕 は 横 を ふりむいた。 すると そこに は 見 おぼえの あ 

る 魚 人が いた。 はじめ 海底で 会見した ときに、 僕に も 

の をい いかけた 彼だった。 彼 は 乳の 上に、 黒い あざ を 

こしらえ ていた。 その あざ は、 彼のから だが 或る 方向 

おんど リ 

になった ときに かぎり、 雄鶏 〔# 「雄鶏」 は 底本で は 「鶏 

鶏 匕 の シルエットに 見えた。 僕 は 彼の こと を、 これ か 



僕たち は その 中へ はい つてい つた。 

僕 はふ しぎな もの を 見た。 い や ふ しぎな 出来) J と に 

あった。 というの は、 その トンネルの 穴が、 すぐ 向 こ 

ゆ どま 

うで 行き 停り になって いるよう に 見える のに、 僕たち 

がそつ ちへ 歩みよ るに 従って、 その 穴が しずかに 後退 

していく ことだった。 つまり、 前方に おいて 行き 停リ 

になって いる 浅い 穴が、 僕らが そっちへ 一歩 進めば、 

穴の 底 は 一 歩 奥深くな り、 三 歩 進めば 三 歩 奥深くな り、 

どこまで 行って も 穴 の 奥に 突き当たらな いのであった。 

「へんだ な あ。 自然に 穴が あいて、 通り 穴が 出来るな 

んて …… 」 



ネルが あいたで はない か。 僕 は、 トロ 族のお そるべき 

技術力に ついて 知り、 背中が ぞっとした。 

僕たち は 前進した。 

約 二十 分ば かり 歩いた とき、 オン ドリ は 僕の 方 を ふ 

りかえ つた。 

「いよいよ 君に 見せたい 場所へ 来た。 われわれの 善良 

なる 同胞の 住居が、 君た ちの 海底 都巿 工場の ために、 

いかに ひどく 破壊せられ ている か、 さあ、 こっち を 見 

たまえ」 

オン ドリ は、 僕 を ひっぱって、 急ぎ足に なった。 I 

I 僕 はいかなる 光景 を 見たろう か。 



僕 はそう いって、 カビ 博士への 通信 器 を 取上げた。 

しかし それ は 機能 を 発揮し なか つ た。 

おおかみな リ 

と、 そのと き大 雷の 落ちた ような 音響が した。 そ 

れ と共に、 僕が 踏まえて いる 大地が 地震の ように 揺れ 

た。 

「お ッ、 又 来た ぞ。 憎むべき ャマ 族！」 

オン ドリの 呪いに みちた 声と 共に、 右手の 正面の 壁 

が どっと 下へ 動きだして、 滝の ように 落下して いった 

すると その あとに、 直径 二百 メ J ^ル ほどの 大穴が あ 

いた。 その 底 は どのへん になって いるの か、 土煙の た 

めに 見えなかった。 



ざ んぎ やくせい ふくしゅうしん 

ている。 そして トロ 族の 惨虐性 と 復謦心 とが、 言語 

に 絶す る 暴行 を 演ずる であろう こと は 明白 だ。 この 際 

だ。 どんなに 〔# 「どんなに」 は 底本で は 「どんに 匕 険し 

い 道で あろうと、 それが 道で あれば、 僕 は 突き進まな 

いで いられな いの だ。 

「はは はは、 僕 を 血 祭に するとい うの か」 

僕 は オン ドリの 方へ 笑い かえした。 

「そうだ。 それによ つて、 われわれ は、 先ず 同胞の 流 

した 血の 最初の 一滴 をと リ かえす の だ。 あと は 海底 都 

巿へ なだれこんで、 何十 倍 何百 倍の 血に して 取り戻す 

…：- J 



悪い」 

「迷って いる 死！！ のために、 その ャマ族 野郎の 頭 を 叩 

きつぶ せ」 

げき ， J う 

トロ 族 群衆の 興奮と 激昂と は その 頂点に 達した。 つ 

とき 

いに 彼ら は 鬨の声 を あげて、 僕の 方へ 殺到した。 手に 

きょ うき 

手に 異様な 凶器 を 持ち、 目玉 をむ き 出し 歯 をむ き 出し 

て、 怒れる 野獣 群の ように 僕 を 目が けて とびついた。 

なんじょう ざんさつ 

何條 もってた まるべき、 僕 はたち どころ に 惨殺 さ 

れて しまった —— 

ちりちり ちりちり ン。 

警 鈴が 鳴って いる。 



きんそく 〈き 

僕 は 目 を 見開く。 まぶしい 金属 壁の 反射で ある。 

(ほう、 ここ は 見覚えの ある タイム • マシ— ンの中 

だ！) 

と、 気がつく 折し も、 この 金属 壁の 一 部が ぼかり と 

四角に あいて —— そこが 扉だった の だ —— 外から こ つ 

ちを視 きこんだ 者が ある。 

「あ ッ、 君 は …… 」 

視 きこんだ 男 こそ、 辻ケ谷 少年だった。 僕 を この タ 

ィム • マシ— ンの 中に 入れて くれた、 同級生の 辻ケ谷 

君 だ つ た。 

「おう、 君。 もういいだろう。 出た まえ」 



いいかね、 何回で も 僕 を、 二十 年後の 世界へ 追い かえ 

すの だ」 

僕 は 泣かん ばかりにして 辻ケ谷 君に 頼んだ。 

なにしろ 僕 は トロ 族の 暴民の ため 殺された にち がい 

ない。 死ぬ と共に、 僕 はこの 世の中へ 戻って 来て、 タ 

ィム • マシ— ンの 中に 自分の 身体 を 発見した ので ある _ 

僕が 予想した とおりだった。 

然 らば 僕 は、 かねて 計画した ところに 従って 頑張る 

ばかり だ。 これから 何 ベんでも トロ 族の 暴民の 前に 姿 

を 現わして、 彼等 を おどろかせ、 そして 彼ら を どこ ま 

でも 説得す るんだ。 



「この 野郎 はま だ 生きて いる。 これで はま だ 血 祭に な 

ら ない ぞ」 

せんどう 

オン ドリ は 前に 集まって いる トロ 族た ち を 煽動した。 

さっきまで は 彼 は 平和 愛好者の ような 顔 をして いたの 

に、 今 はもう がらり と 変って 煽動 者 をつ とめて いる。 

なんという 卑しい 根性 の 持主だろう。 

「殺して しまえ。 その ャマ 族の 代表者 を、 ずたずたに 

ひきさ いてし まえ」 

「復謦 だ。 そして ャマ 族の 国へ 攻め こんで 行く 前の 血 

祭に、 その ャマ人 を 張り 殺す がいい」 

「そうだ、 そうだ。 やって しまえ I 



要するに われわれ ャマ 族で は、 影なん かどうに でもな 

るんだ。 一人で 五つ も 六つ も 影 を 持って いる 者 も あ 

る」 

「ほう。 それ は、 ますます ふしぎ だ」 

ビロ はび つくり 〔# 「びっくり」 は 底本で は 「びつ く 匕 

したよう だ。 

僕 は、 決してで たらめ をい つたわけ ではない。 物の 

影な どと いう もの は 光線の 数に よって 決まる もの だ。 

ろうそく 

つぼのう しろに、 一 本の 蠟燭 をた てると、 つぼの 影 

は 一 つで きる。 もし このと き 螺燭を 二 本に するとつ ぼ 

の 影 は 二つになる。 だから 光源 を もっと ふやせば、 影 



は それに 応じて ふえる。 影 を 五つ も 六つ も 持つ こと は、 

らくに やれる こと だ。 しかし 僕の ように、 この 世に 影 

を なげかける ことの 出来ない もの は、 影の ふやしよう 

，-ゝ *k ヽ。 

力る レ 

もっとも、 この こと も 理学 的に 研究 を 進めるなら、 

あるいは 出来る ようになる かもしれ ない が …… 。 

僕たち は、 ついに 最後の 砂 を つきやぶって 海底に 出 

た。 

例の なつかしい 海底 風景であった。 

ねんとう 

僕 はカビ 博士 のこと を 念頭に 思いう かべた。 そこで 

博士の 貸して くれた 通信 機の こと を も 思い出して 胸の 



ぎょじん 

五 人の 魚 人た ち をむ かえた 海底 都巿 は、 その 歓迎に、 

町々 が ひ つ くりかえる ほどの にぎやか さであった。 

そういう 魚 人が、 海底の さらに その 下に 住んで いた 

せんじゅう 

と は 知らない 人の 方が 多かった ので、 「先住 トロ 族の 

らいほう ほうどうもう 

発見と その 来訪」 という カビ 博士の 解説 文 は、 報道 網 

を 通って 海底 都市の 人々 に 大きな おどろきと、 深い 感 

銘とを あたえた。 そして 代表 オン ドリ 氏. ビロ 氏な ど 

しんリ ゆうぐう 

の 五名の 宿舎に あてられた 新龍宫 ホテルの 前の 広場 

に は、 朝早くから 夜 ふけまで、 たくさんの 群衆が あつ 

まって、 わいわい さわぎたて ていた。 一目で もい いか 



(どうも 具合が わるい よ。 ほんと は、 みんな 君の 手柄 

なんだから ねえ) 

僕 は、 博士の ちぢれた 髭が くすぐったい 笑いの ため 

に、 ふるえる の を 見る の は 愉快であった。 あの 気む ず 

かしい 博士 は、 今や 学界と いわず 巿民 たちから とい わ 

ず、 尊敬の まとに なって しまって、 二十 四時い つも 彼 

らの 前へ ひっぱり 出されて いるので、 むずかしい 顔な 

んか 五分 間 もして いられな いの だ。 それ は 彼に とって、 

むず が ゆい 苦し さに ちがいない。 

僕 は、 このお 祭 さわぎの 中に、 すこしも 表面に 立つ 

ていない。 その わけ は、 僕 は 日 かげの 身で、 表面に は 



ざつ ちまた 

よって 走り まわった。 さもなければ 雑とう の 巷が 安 

かげぼうし 

全だった。 そこで は 影法師の ことなん か 誰も 注意して 

ヽ *k ヽゝ ？ o 
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五名の 代表た ち は、 海底 都市の 巿長ゃ 委員た ちに ほ 

ん とうの 会談 を とげる までに 四 五日 かかった。 それ は 

彼らが、 海底 都巿 における 生活に なれない ためと、 そ 

していろ いろな 気づかれが 重なった せいであった。 

「いかがで すか、 オン ドリ 氏。 もうす こし は 空気の 中 

の 生活に なれました か」 

僕 は、 五日 目に そのこと をたず ねた。 それ は巿 長た 

ちが 一 日 も 早く 会談 を 始めたくて、 カビ 博士に 毎日の 



場所 がらと 体力から 考えて、 双方と も ひどい ぎせい を 

払う ことにな リ そうだ。 つまり、 共に ひどく 死に、 そ 

して 傷ついて、 この 海底 は 死屍る いるいと なる であろ 

、つ。 

だきょう 

「カビ 君。 なんとか 妥協の 道 はない のか」 

僕 はカビ 博士に きいた。 

じょうほ 

「ない ね。 絶望 だ。 それ 以上 譲歩す ると、 わが 海底 都 

巿は 生存の ための 海底 開拓が できなくなる。 水深 五 百 

メ J ^ル のと ころまで は、 絶対に 自由 行動 をみ とめて 

もらわねば 困る」 

じょうほ 

博士 は、 かたい 決意 を 眉の あたりに 見せて、 譲歩の 



それ はこの 十 世紀 間に わたって まだ 一 度 も 記録され 

たことの ない ほどの 烈しい 海底 大地震だった。 そして 

その 震源地が、 トロ 族の 棲んで いる 地帯の すぐ 下、 深 

さの 距離で いって、 わずか 千メ— トルば かりのと ころ 

に 起った ものであった。 

そのために、 海底 都巿は 天井が 落ちたり、 壁が 倒れ 

たり、 また 一部に は 海水が どっと 侵入した ところ も 

あった。 しかし いろいろと そういう 場合の 安全装置が 

してあった ので、 災害 は ある 程度で くいとめられた。 

海底 都市の 方 は、 まず その 程度であった けれど、 ト 

さよ じゅ-つ 

口 族の 居住地 帯の 方 は、 非常に ひどい 災害 をう けた。 



まちびと 

意外なる 待 人 

「おめでとう、 カビ 君。 この 手柄に よって、 君 はこの 

次の 市長に 選挙せられ るだろう。 しっかり やって来た 

まえ」 

僕 は 博士の 肩 をう しろから 叩いて、 そういった。 

博士 は、 くるりと うしろ を ふりかえって、 片目 を ふ 

さいで 頭 を 振った。 

(そうじゃない。 みんな 君の 手柄なん だ) 



どうざい かく 

同罪になる おそれが ある。 それ は 隠して おいた 方が い 

い。 それ を 隠しても、 君の 勲功 は 隠し 切れないの だ」 

「好きな ようにし たまえ」 

僕 もこのと き、 前途の 大計 画 を 思って、 大 興奮 を禁 

ずる ことが 出来なかった。 事実上、 僕が 海底に トロ 族 

の 新興 都巿を 作る その 指導者に な るんだ。 そして ャマ 

族の 海底 都市と 連絡 をつ けて、 ここに 海底 連合 大 居住 

区 を 建設す るんだ。 それから 双方の 文化 を 交流し —— _ 

「そうそう、 出発の 前に、 ぜひとも 君に 会わさねば な 

ら ない 人が あつたの を 忘れて いた」 

とカビ 博士が、 いいだした。 



「僕に ぜひ 合わせ るんだ つて。 それ は 一体 誰 だい」 

r ヽ ヽヽヽ ■ 
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とカビ 博士 は ひとり 笑い をして から、 

「おどろい てはいけ ない、 君の 妻 君 だよ。 君の 夫人 だ 

よ」 

「ええ ッ、 僕の 妻？」 

僕 はお どろいた。 全くお どろいた。 じょうだん では 

ない。 本当 は 僕 はま だ 生徒なん だ。 妻 君なん かが あつ 

てた まる もの か。 そのこと をカビ 博士に いうと、 彼 は 

せ せら 笑った。 

「なんという 頭の 悪い こと だ。 君 は 本当 は 生徒 かもし 



て 会う。 これ はへんな もんじ やない か」 

「なんだ つ て」 

「そうだろう。 影の 僕が 出て いって、 妻 君に 会う。 二 

人で 話 をして いる その そばへ、 二十 年後の 世界の 本当 

の 僕が のこのこ 現れて 妻 君の そばへ 行く。 すると 僕の 

姿 をした 同じ 人間が 二人 も 出来て、 妻 君の 前に 立つ。 

妻 君 は それ を 見て どうす るだろう。 おどろいて 目 を ま 

わして しまう ぜ。 だから 会わない 方が いいんだ」 

「わ，^ まま I 

とカビ 博士 は 笑いだ した。 

「気がつかないで 通りす ぎる かと 思った が、 とうとう 



うな こんと-つ 

その 瞬間、 僕 は 呻り 声と 共に 昏倒した。 意識 は 濁つ 

てし まった。 一切の 色彩 も 光 も 形 も 消えた …… 。 

暗黒の 空間に、 流星 のよう な ものが しきりに とぶ。 

「おい、 本 間 君。 こっちへ 出て 来い よ」 

「 …… 」 

「おい。 こっちへ 出て 来い といったら。 そこに 腰 を か 

けて いても、 もう 何にも 見え やしないよ。 この 器械 は、 

もうこ われて しまったん だから …… 」 

「えつ、 こわれた？」 

僕 は、 やっと 正気に もどった。 あたり を 見 まわす と、 

そこに は 鉄の ような 壁が あるば かり。 けんらんたる 海 



底 都市の 巿庁ホ —ル もなければ、 タク マ 少年の 姿 も、 

僕の 妻 君 だとい う 女 も、 カビ 博士 も —— いや、 小さい 

ひねくれた カビ 博士で ある 辻ケ谷 少年が、 入口から こ 

ちら を のぞきこんで、 しきりに さいそく のことば を つ 

らね ている。 

「今日はもう 遅い から、 早く 帰らない と、 途中が あぶ 

ごうと う 

な いんだ。 さかんに 強盗が 出る というから ねえ」 

「強盗？ 強盗て え 何 かねえ」 

「なに をい つてい るんだ、 おい 本 間 君。 早く こっちへ 

出ろ よ。 この タイム. マシ ー ンは 故障に なった といつ 

ている じ やない か」 



「えつ、 この タイム . マシ ー ンが 故障に。 なぜ 故障な 

ん かにした のか」 

「えらそう な 口 をき くね。 なぜ 故障に なった か、 僕 は 

知らないよ」 

「お願い だ、 辻ケ谷 君。 どうかもう 一度、 海底 都市へ 

送って くれた まえ。 頼む。 頼む」 

がっしょう 

僕 は 辻ケ谷 君に 合掌 した。 

「だめ だよ、 僕 を 拝んでも …… 。 停電に なると 厄介 だ。 

さあさあ、 早く この 地下室から 出よう」 

辻ケ谷 は、 中へ はいって 来て、 僕の 手 をと つて 引 立 

てた。 
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